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２．対象・目的・内容
自然にやさしい環境循環型農業の推進を図る。
化学合成された肥料や農薬の使用低減を図り、市内で生産される有機質

年

資材を活用しながら有機土壌化を進める。

事 業 概 要

認定農業者、集落営農組織、農産物生産グループ、特産開発グループ、個人農業者、農会
事業の対象

（誰・何を）

減農薬・減化学肥料及び有機質資材を活用した環境循環型

度

農業を推進することにより、良質で安全・安心な農産物
事業の目的 を提供するとともに、西脇独自の農産物のブランド化を図る。

（どういう状態

にするために)

堆肥購入費の１／２助成、ひょうご安心ブランド、西脇ファー

　

マーズブランド等にかかる分析や実証ほ委託
事業の内容

（どういう内容

を行うのか)

平成２６年度　当初予算事業の概要説明書
（兼評価説明書） 1 頁
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業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 5

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価
事業の内容は、主に、堆肥購入費の1/2を助成すると

事

いうものであるが、黒田庄和牛頭数の減やおがくずの高騰に

評 より、堆肥購入の需要が供給量を超えている状態とのこと。「自然にやさしい循環型農業」、「良質で安全・安心

説 明 な農産物の提供」という本事業の目的は市

業

民の願いであるため、継続実施と判断したが、この状態での購入費助成

価 はあまり意味を持たないため、和牛の頭数を増やすことへの支援を考えるなど、内容の見直しも必要であると考え
る。

の概要説明

５．事業の実績・目

書

標

指 標 名 堆肥使用人数

（

単　位 人

説 明 や 数 式 有

２
兼

機質資材（ゆめあぐり

評

等）を使用した人数
活

価

 動
年 度 平成24年度

説

平成25年度 平成26

明

年度 平成27年度
指 

書

標 目 標 値 550 550

）

550 550
実 績 値 4

2

93 344
① 経 費 （ 千

頁

円 ） 4,846 4,031
単位当たりのコス

６

ト 9.83 11.72

指 標 名 西脇ファーマーの認定者数 単　位 人

説 明 や 数 式 有機質資材（ゆめあぐり等）を使用し、兵庫県の慣行よりも減農薬・減化学肥料により生産する農家の
活 動 数

年 度 平成24年度 平成25年度 平成

年

26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 0 50 55 65

実 績 値 0 47
② 経 費 （ 千 円 ） 0 429

単位当たりのコスト 9.13

指 標 名 堆肥使用量 単　位 トン

説 明 や 数 式 有機質資材（ゆめあぐり等）を使用した量
成 果

年 度 平成24年

度

度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 5,000 5,000 5,000 5,000

実 績 値 5,846 4,041
① 経 費 （ 千 円 ） 4,846 4,031

単位当たりのコスト 0.83 1

指 標 名 面積 単　位 ㎡

説 明

　

や 数 式 西脇ファーマ―認定者の栽培面積
成 果

年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 0 800 850 950

実 績 値 0 758.3
② 経 費 （ 千 円 ） 4,846 4,031

単位当たりのコスト 5.

当

32
西脇ファーマーの認定に伴い、更なる有機質資材の使用によりますます環境型農業及び安心安全な生産物の流通が

実績・成果 広がりを見せる中、毎年、ゆめあぐりを使用しているほ場（山田錦）が北播磨地域では１番と

初

されている吉川町の
ほ場と成分等で類似してきている。

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 4 実施主体の妥当性 5

１ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 3
事

予

業 の 継続実施
次 総合評価

環境型農業の確立は一足飛びにはいかず、毎年継続していくことが必要であり、そうすることで市民の理解を得な

評 がら、さらなる周知拡充を行い、地域環境を守っていくことが必要。
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